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ノルド諸語の現状と国語保護活動

菅原邦

1.1.ノノレド諸語(Dan."ω'diSたe sprog)とは,「スカンディナヴィア
.. ...

北欧(フィンランドのスウェーデン譜地域をも'、くむ),フェーロー諸島

とアイスランドで話されている相互に近縁の諸言語」(W0部▲n 1973, D

を指す北欧学界共通の用語である。上の引用から明らかなように,北欧に

存在するフィン語やラップ語のフィノーウグリック諸語はノルド譜とは呼

ぱれない。ノルド語は,ことに北欧外の学者によっては,「北ゲルマン

語」,「スカンディナヴィア語・」などと鞭岼尓されることもある。わが国では

未だln語が固定していないようではあるが,一般には「北欧語」という語

が通じ易いようである。しかし,日本人の用いる「二比欧」という語には,

地理上の概念としてフィンランドが含まれる^スウェーデンなどでは時

折 Skandimvien 此h Finland という表現も用いられるがー^一方,アイ

ローが往々欠けているように感じられる九め,筆者は佃スランドとフェ

人的には「ノルド語」という直訳語を使用している。(この語の日本人に

よる使用はすでに,例えば高津春繁著『印欧語比校文法』(岩波全腎ヲの

「古ノルド語」(47頁)の形などに認められる。)参考までにデンマークと

スウェーデンでの使用をみると,それぞれ 1729年(ODS XIV,1348),

1793年(SAOB, N 672)に古い使用例が記録されている。
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城

1.2.ノルド諸語は,改めて指摘するまでもないが,比較言i吾研究でぃう

印欧語放内の諸言語を分類する場合に用いられ得る分類基準のひとつによ

れぱ,ひとつの共通語(ノルド基語 Umωd玲10 へと遡る。これは,北欧

において千数百年までかなり単一的な形で話されていた(wesS6n 1973,
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29 丘.)。この共通語が使用者の社会的,文化的,地理的諸要索の歴史的発

展にともなって変化した結果が今日のノルド徳個語であるが,その発展過

程にかんする我々の知識は不十分で,それは時イ勺の遡るにしたがって不明

な点が多くなっている。

言語の変化は,言語そのものの性質によるというよりも,むしろその使

用者の各和環境の変化によると考えられる。社会的,文化的諸方而におけ

る内外の作用,とりわけ外部からの影辨が考えられる。その極端な結果

は,ある言語・が消滅して他の言語にとって代られることである。この種の

実例を我々は,部分的ながらも,ノルド語圈から指摘できる。

1.3.ある国語が全く消滅してしまう程に強力な外部からの影縛は北欧で

は知られてぃない。この地域における外部の圧力はしかしながら,歴史的

にみて決して弱いものではなく,このことは中でも南の隣接言語であるド

イッ語にっいて言える。とくに低地ドイツ語が巾州才糸半にデンマーク語と

スウェーデン語に及ぽした影郷は甚だしく,鄭'に語桑の大幅な佶用^か

なりの程度までノルド語本来語粲の犠牲によって^ばかわでなく,古語

の届折休系の飾略化の玉要な促進要丙ともなり,文章語統辞法の大変化に

関与しもした(we部6n 1970,11 f{'; skautrup,61)。

ヨーロッパ大陸の文化は,近世前半まで一般に,ドイツより先ずデンマ

クに到逹し,その後ここから北欧各地へ拡がっていっナこ。この適接的な

ドイッ艾化の影縛,そして古代末から長期にわ九る政治的,経済的圧迫に

さらされて,デンマークのユラン半島の最悴j地域^現在の丁独国境の南

の地方シュレスヴィッヒ^は,19Ⅲ紀半ばから印常口語についても,デ

ンマーク語からドイツ語に移行してしまっナこ。

さて,最近のフィンランド.スウェーデン語({inland部Ven■ka)の後

選は,呪象的にはかつての南ユランの状況に類イ以している。フィンランド

文化とスウェーデン文化との関係は,デンマ【ク文化に対するドイツ文化

のように,後者が優位にたってきた。ところが,南ユランのデンマーク人



が,,常に優勢けよドイツ文化に対して民放的統一をもって刈抗することが殆'帛

んどなかったのに対し,ノ>日のフィンランド人はーースウェーデン系をも

含めて^胸国文化に対する強い白党を有しているのである。央に,人口

の90%強の第一困語たるフィン語を使用する実利性もあって,スウェーデ

ンi吾人口は●或少の傾向をたどっている。これと一見孑盾するようでもある

が,他の北欧誥民放との按触に果すスウェーデン語の突用性をフィンラン

ド人が承知している事火は指摘されるべきである。

.

以上のことに劣らず興味ぶかしΥ'語発展のり、ト突は,今Πこの小さな1.4

盲語社会ゲルマン北欧に6つもの文章語 C(1きことぱ)が存在するという

ことである。これによって狄く解釈すれば,いわゆるノルド譜のm一性と

いうものは無いことになる。これは,ノル片語鬮の和々の力盲に基づいて

佃々のIW立が標難的な共通文章語を多剖及,確立したことを慈叺するのであ

つて,こ才ιを"et resultat av mange l〕undrears utvekling-hundre会τ

mod fiend.kop og 玲olation"(Lundoby,114)とみるのは,リi火の或る

一而のみの強U凋ないしは1伊張というべきであろう。

他のゲルマン語凶を一瞥すると我々はそこに,ノルド語圏とは逆の方向

を歩んできていることに父づく。すなわち,一国あるいは数岡におよぶ標

凖灼な文章詔力ゞ硫立されているのである。その例として英詔やドイツ語が

挙げられる。
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2.1.アイスランドとフェーロー諸島はサーガ仏承によれぱ,9 Ⅱ峅己1麦半

から主として西部ノルウェー人によって村正噺刑拓された。これらの地域

は,かつて伺じノルウェー王の支配下にあっナこオークニーやシェトランド

とは異なって,珂界刀の柚民者の言語を現在まで保竹してきている。

アイスランドにおいて,この古ノルウェー語がはやくに交゛冷吾として確
. . . . .
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立し,13世紀後半以降の長く苦しい他国隷属の時代を通じて,この島国の

民欣語としての地位を失わずにき九。ノルウェー,これに続くデンマーク

からの圧倒的な社会的,文化灼影粋にもかかわらず,この国語は,もちろ

ん若干の音識変化と借用語^ことに翻訳佶用語^を除けば,驚く程そ

の言語的純粋性ないし不変性を示している。

アイスランド語の安定要因として,直怯的な借用語の導入を困雌にして

いる極めて閉鎖的で複耕な属折休系のほか,サーガ文学にみられるような

全国共通の文章語の確立とそれを岡守したアイスランド民族の国語愆識,

釡島に,点在する架落地問の密接な往来,さらにはノルウェーやフェーロ

とヌ、j照的に 16仙際己の宗教改革と共に聖書の国語訳を得たこと等功ゞ老えら

れ,これらが相まってアイスランド語の純粋牲保持と安定化に寄与してき

た。その外に,大陸から遠く隔たっ九地理的孤立もしぱしは'指摘される

が,これはフェーロー語の例とあわせ考えると,その根拠のきわめて弱い

推測となり,それ程重要視されるべきものではなかろう。

ローは,ノルウェーとアイスランドのほぽ,・い問に位織し,厳しい
...

海に囲まれた小1;しの群である。この地理灼分散が白然と諸方言の出現を促

したことはうなづけよう。これと関迎して我々は,この小民放グノレープが

1846年まで書きことぱを所有しなかった事突を想起せねぱならない。中也

以降の,ことにデンマーク文化の巨大な影粋をぢ態すると,フェーロー人

がその冏有言語^それ力丸、かに外来語に満ちあ'、れているとしてもーー

を喪失しなかったことは驚異に値しょう。

保守性を内含する文章語を欠いた結果,この言語には,音識,形態,統

辞法そして語叫鄭こかんする大きな変化が生じてぃる。19世紀半ぱに V. U.

Hamme玲haimb がぢ案し九正i井法は,当時のパン.スカンディナヴィア

主義(S1仏ndinoV玲mon)ないしは北欧ロマンティシズムの、思恕が上彫糾を

映して,古アイスランド語の正・井法を模範にしている。したがって,字而

からするアイスランド語とフェーロー語との著しい相イ以は当然のことであ

る(wesS6n 1973,6の。この史的原則による正書法と大きな変化を絲て

き九発音との問の甚だしい村、1述 q列えぱ Ri此he1 を参照)は今臼,学校

ニ
.

フ
.



教介上の厄介な闇題のひとつになうている。しかしながら,力言問の相述

が大きく,ま九他を圧倒する有力な単一の力言が存在せず,ま九誓し悪し

は別にして,ハンメルスハイムの正書法が規範として受けいれられてぃる

現状では,新たに取って代るものが山現することは困挑である。

ロー語における借用語、,とくにデンマーク語'からのそれ q列えぱフェ

デンマーク語には特徴的な20進法の導入は影符の枯大さを示していよう)

の受容は,小'批初期に起っ九フェーロー語の形態論上の僧N眺化によって,

きわめて容易になされたと考えられる。借用語にかんする問題は,この所

島の絲済的環境巴ならんで,この小言1吾の将来を左右することになるかも

知れない。
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2.2.古ノルウェー語からアイスランド語とフェーロー語とが発してぃる

ことは上述の通りである。これらはー一群にして西ノルド語(vestnωdiske
.. . . .

叩mg)と称されるが,これに対してデンマーク語とスウェーデン語はあ

わせて束ノルド語(φ計nのdiske .pmg)と呼ばれる。このグルーピングが
. . .. .

最も有効なのは,特定の音超論,形態論上の史的現象を吋議する場合であ

つて,現代のノルド諸語の扣互関係を云々する際には,誤りと言えないま

でも,かなり不辿切な分類である(§2.4、を参原D。この現状は,前章で

もみたように,主として小11t後期以降の北欧諸国問の社会,文化,国民枇

成要索など冬方而の環境によるものである。

ノルウェーはj司知のように,14脚才己氷からデンマーク王権の艾配下にお
.. . ..

かれ,文章語としてのノルウェー語は,その規範自休の化石化も相まっ

て,宗教改革以降は完全にデンマーク語にとって代られ九(W郎S6n 1973,

68H.)。しかしながら,このデンマーク語化は民朋,とくに農村?祁に存在

しつづけた口語までには及ぱず,ここにノルウェー本来の国語が生存して

き九。 1814午にデンマーク艾配の帳から脱した11,ノルウェー人がその民族

的アイディンティティーとして自己の国語を求めたのは,当然であった。

その粘采として,かれらは2極の国語を成立させることになっ九。

そのーつは,都J300年にわたって文畔じ'として上薪酔士会眉および都、市で
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r 11( S使用されてきたデンマーク詔を徹底的にノルウェー語化した

m a1 或いは bok m a1 である。他のーつは,農民出の Ivar

A郎en (1813-96)が主として農村山朋部の諸力言を基にして完成させナこ

Ia n d s m a 1 或いは n y n o r s k である。ところで,19294fの

国会决定後公式に用いられている bokm泣及び nyn0玲k は誤飾を招きが

ちな名1尓である。 Bok-mal 'book lang゛age'は町1に本などの印届劇勿に使

用されるばかりでなく,今口のノルウェー人口の圧倒的多数が使う話しこ

とほでもある。^ブ丁, ny-norsk 'new Norwegian' 1こつし、 Lt才,こオ1の

みが new (mod獣n)である訳ではなく,上の銓kゞm泣ないしは bokm紅

も同様に 19川紀以降の近代ノルウェーi;吾である。まナこ bokm泣のみが

文学を独11iしている訳ではなく, 1andsm祉ないしは nyn0玲k も艘かな

文学:を;今っている。爽に, riks-mal 'state's language'及び lands-m泣

'coun廿y'.1angoage'の両力とも,少なくとも輸〔護者によっては,それぞ

れ「国1、畷の愆味で使われてき九。 Lan心m肌を「川介ことはヨと創する

のは,謬U界であり,岫解でもある。

木稿では,過去11_11紀半のノルウェー匡Ⅱ絲分羊'と数度にわ六る国詔改革

に触れることはしないが(これについては例えぱ We部6n 1973,71H'を

参照D,ノルウェーの国,沼・環境は他の諸国のそれよりも巡かに不安定であ

つて, nyn0玲k の全般的な後選をみている弓ι状でも, bokm飢を唯一'の公

用語・とすることは休1川である。まナこ,第二次火戦小とその腔後に楽硯税さ

れ九氏L召統・ー(HeHovik 1964,15)が,よし川能であるとしても,かなり

遠い将来のことになろう。ノルウゴ_ーには現在'、たっの公用誌・が存在し,

それらは爽に,国語述動の箭団イ本の国語イデオロギーによって分類を試み

れぱ,少なくとも moderat riksm祉, radikalt rilくSm乱, samnorsk, radikal

nynorsR, moderat nynorsk の 5 つにつ)けらオ、1よう。

2.3

フ

デンマーク;弁(及び bokmaD ・スウェーデン語とアイスランドi'.

ローili (及び nynorsk)との1胡の最もきわだった1、Π述は,、治・染に,稔{二C



められよう。それは,既に§1.3で触れたι珍詳の結果,前者が低地ドイツ

語の語粂をはなはだしく借川したことによる。これらのイ告Π玲吾は,デンマ

ク語とスウェーデン謎W>冨語体系にしぱしぱよくマッチし,このため容

易に叉けいれられてきたと老えられる。他力,ことにアイスランド詔にあ

つてはその形態論上の特徴によって,外風語の直怯的併村]が困挑になって

いる。(勿論,ほかにも当該上W亥の自国語と外国語に刈する村.会的,心理

的態度も大いに作用していることは否定できない。)デンマーク語とスウ

エーデンi,曾は,この併別を、安易に、行ったため,言i'史が示しているよ

うに,本来1仟による造語能力がかなり喪え,それに代って外国語の造語要

索がきわめて生産的になっている。

デンマークi'は小川末咽以来20批紀W!仞まで他のノルド諸語に火きな影
. .. ...

粋をケ.えており, 11別Wによっては,それらと1打力でX渚砥Π吾との仲介役を果

している。即ちデンマーク語から,スウゴ_ーデン語は,ヰ!fに小川末期に語

染上の影1曄をうけ(W0豁6n 1973,12D,ノルウェーに至ってはその孑丁力

な斥1語形 boRm祉がいまだにそのデンマーク訥発地の色を波くとどめ,

アイスラソド語は小世から近川まで,フェーロー語はノ>1-1に系るまで不断

の影辨をうけてきナこ。この'Ⅱ突は,これら諸1川の1修火をぢ感する"寺,容易

に、汁片されることである。しかしながら,このデンマーク語からの強い影

、四は弁IN詔仙の努力によって,今Πでは過士のものとなりっつぁる。

ン語は堺1史的にみて,他のノルド;綸部こ影粋することが比校フー
. . .

的少なく,あったとしてもそれは梯材妾するノルウェー冶とデンマーク語に

限られてきた。よく知られた例として, 11」Ⅲ後期にビルギッタ修道会のシヌ

教文学が玩"丁代の上述二岡"jにljえた」杉辨が挙げられる(wesS6n 1973,

68,9D。また18川紀半ぱのデンマークΠ爺副屯化1,或者がスウェーデン語を

もって古典、^ιH告用i;召にかえナこ例もある(W0部6n 1973,99)。
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19唯紀後半以降はノルド諸語相互劇のイ片j・1}が以前にくらべて普しく2.4
. .

なった。これはドイツibそして英語からの借用語をできるだけ避けようと

する現われと苫えられる。ここ数十ザ0)何11阿をみると,スウェーデン詔'がイ也

エ
.

ウ
.
ス
・



70

の国語に与えた僧リ・Ⅱ語の多さが目立ち,その地位はかってのデンマーク語

のそれのようである。(なお祥しくは, SP,N 1971 所収の A. K町ker, A.

H0ⅡOvik, G. Be屯man 快筆のそれぞれデンマーク語・,ノノレウェ 三石. スμ二1,

ウェーデン語の側から見た他国語の影粋に関する論文を参照され九い。)

しかしながら,借用語貸与者として有力な言語がノルド語圈外の言語で

あるという事突は,今日でも依然として変っていない。この郁の言語とし

て,19世紀までドイツ1吾の外,ギリシ十,ラテンの古4U語・とフランス語が

主要なものであった。我々はこの,貞で,19世紀後半から大きな変化が起っ

ていることを容易に認めることができる。先ず産業革命と並行するように

英語が,20世紀,ことに第二次世界大牲後になると米語が,ノルド三国語

に他を圧倒する影辨を及ぼしている(W0部6n 1973,179)。アイスランド

語とフェーロー語は,大陸の姉妹諸語とは対照的に,英米語の没透を防ぐ

のに成功していると言えよう。

スウェーデン語,デンマーク語およびノルウェー語は,相互闇の借用を

通じて,また英米語からの共通する借用によって,語粲の点でますます相

互に類似してきている。英米認和X形粋は,一部で憂慮されている程(例え

ぱ We部6n 1973,16のノルド三匝侍召の生存にとって脅威になってぃるで

あろう力、或いは将来にそうなるであろうか。筆者の個人的かつ主観的な

観察からすると,大多数の人々にとって英語はあくまでも外国語であるこ

とに変りなく,これがそれぞれの国語にとって代ることは殆んど不可能に

みえる。ある分野では,この英米化あるいは国際化は,他の西欧諸語と共

通する語桑を多くし,必ずしも否定すべきでない利点もある。

以上のことも考慮しつつ,特に語・粂の而から現代ノルド諸語のグルーピ

ングを試みると,前述§2.2.で触れた史的観点からする東西ノルド語2分

法はその内容に幾分の移動を打'わねばならなくなる。すなわち,アイスラ

ンド語とフェーロー語・は正書法の点からもーつのグループ(島峨ノルド
.... .

φn吋d玲k)をなし,残る三国語がもうー・つのグループ(大陸ノルド語
ヨ王

. . ... .

{部tland■nmdiS1りを俳成する。ノルウェーの bokma1 をその発生の経紳

からしてデンマーク語,スウェーデン語のグル【プに含めることには,大



した難'点はなかろう。他のノルウェー語 nyn0玲k は厳密にみれぱ,島峡

ノルド語と大陸ノルド語の小剛に位耀づけられるが,これもノルウェー民

放の国語である事実を考えるとき,ことに木稿で取上げている文章語の場

合は, bokma1 と同一のグループに入れるべきであろう。

3.1.ノルド諸語巾の主要三国語たるデンマーク語,スウェーデン語,ノ
.. . ..

ルウェー語(特に bokm泣)は,それぞれの使用者にとって,字面をみる

限りでは,厩岡語だけの言i'・能力でも相当の程度まで他の二匪1語を理解で

きる程よく似ている。勿論,デンマーク語とスウェーデン語における形容

詞 mlig (「静かな」一Π価内いD,ノルウェー語とスウェーデン語におけ

る名詞随mlag (「協会」ー「性交D のような同綴異義語的相述があっ

て,ときどき恕・謹・劇的場而を呈することが無くもない。しかし,従来に比

べて,マスコミの発逹,とくに隣国のテレビを見られるようになっている

今日,一般家庭の水凖でも他の二国語と 1干常的に接する機会が待段にま

して,無愆識のうちに相当の相互理解を促している。たとえばスウェーデ

ンで,"talad telog,a{i",電報を統んでいるように話すなどと再凱蔀される

デンマーク語は言うまでもなく,ノルウェー語の場合でも,テレビの皿哘ω

にスウェーデン語による字幕が出るのが普通になっている。ま九公式に

は,各田の学校教育においてー・定のΠ寺開数が隣候二国譜の教育にあてられ

ることになっている^その内容は,現突にきわめて不十分としか谷いよ

うがないが。

以上のような状況であれぱ,すべての相述点をj咋消できないまでも,

佳怜吾を正古法の点で相亙に接近させ,あわよくばーつの形に融合させたい

とする老えが住じ,その努力がなされたとしても不思議ではなかろう。こ

の謂わば理想主輪の具休的な第一歩は,1869年6河25-30日にスト、.クホツ

ルムで行われた北欧正、井法会議である(その後の発展に対する意義につい
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ては, sprN 1970 所収の議論文を参照されたい)。

三国語の頻度の最も高い語染は,その主要部分にっいて,三国語に共通

であると言える。若干の例外的特徴をのぞけば,統辞法も同様である0 こ

うして,三国語闇の扣似ノ反は相述点よりも巡かに数多い。ここに,この相

述点を可能なかぎり廃止しようとする試みがなされる訳である。この郁の

試みは今郵までぃろいろと行われてきたが,以、ドにおいては,個ノ＼的イ

シャティヴ,つぃで更にくわしく公的機関によるそれを取上げてみたい0

3.2.1.佃人としてノルド語接近を目ざした代表的人物は,デンマーク人

法祁家で懲1Ⅱ乍家の Sven cla山on a893-196D で,彼は1936イf頃からノ

ルド三国語の共通性をより火きくする六めに愆欲的な活動をすすめた。彼

とその Dansk (0祀ning til nNd玲k 叩mg四gt a941年結成)の同志たち

は,三国語をより一眉近fづけて Vort nordiske modersm泣を成立させる

方法として,とり分け,三圈語のいずれにも共通する語の地位をより共通

性の少ない同愆語の犠牲の上に強化し保持する力法をとっ九。一冽をあげ

れぱ,デンマーク評Hこのみ存在する形容詞厶α"gι「恐れて」に代って/'影d

(swod.πidd, NωW.ルdd)を・,スウェーデン語だけにみられる副詞

師dast 「ただ~だけ」を廃止して 6αra (Dan., Nmw.ムω'ι)を他の同意

i吾に優先させて使用するという風にする。彼らは又,1948作のデンマーク

語正井法改正に先だって,名詞評証ルト文字表記とスウェーデン語字幻え、の

採用を行った(更にくわしくは, Ja⑳bsen を参照されナこい)。

この Clausen 述のぢえと,矧")的にせよ,四[をーにした苫えは,1940-

50作代に北欧冬国に設けられた公式機関「国語審議会」成立の背後にある

と言える。また Clausen の影粋をうけナこデンマーク人 Andreas Fynning

が,デンーマク語,ノルウェー語(bokmaD,スウェーデン1吾に共通して

みられる本来語,借用,治,斯語Ⅱ,500を架めて・一冊の戈・通ノルドi舗吾桑集

をまとめナこ(Sα挽"ω・diSたω'd60g/ω・d加た,1958)。これは央に,1971年に

M補改訂され,所収語力迅3,000詔・と約三倍になり,この折にデンマーク国



語排議会の支援をうけてもいる。

一郁の「北通ノルド語」のためにJレ常に砧極的に取組んできた他のデン

マーク人に,ジャーナリスト Kn"d J町msted がいる。彼はこの25年ル」,

各師の実用文における共通ノルド文市:語として幾分修仟された bokm祉

の使用を十.張してき九。]町m鈍ed がノルド三匝li吾の最小公倍数として

bokma1 をjぢえたことは111なしとしない。後にノルウェー人 Lars storleer

も似九芳えによって活動している。しかい皮の券えは, J改m計ed のそれ

と異なって,特定の言語(π分を優光させず,先ず三国語全休をかなり長

期にわたって11額北的に改更し,そのホ,1i果として北通ノルドΠ語のり'礎とも

なり得る共通ノルド文章語の成ウ.を剣1丁する。

当然のことであろが,_1二述のり.解に類する老'えは,1869イ1二の北欧3.2.2

正,牛法会;襲以降,"りおり北欧諸国の X作家た二によっても'寸議されてき

た。最近の例として,1971郁スウェーデンで行われナこ北欧作家会議が挙げ

らオ1る。このソく・、で,スウェーデ'ンイ勺1ξ力"是1■しナこ"intersIくandinavisIくt

Skriftsprok"を介1上4ゞゴ、べき Cあるとし、う苫'え力ξ弐太心、1てiiす11Ⅲさオ1ナこ。この,し

通スカンディナヴィア語は,捉突署によれぱ,ドイツ1渚方瓦に對する現代

標準ドイツ誥のそれに似元位i汽をノルド諸圈語に対して1!1めるものとされ

る。ノルド三国に八通する唯一の文駈iliという思ぢの行呆には,1869年当

"Sの H.1b託n などの先W1と同じく X作家たちの、市場拡帳という現実的な

要求を認めることができよう。この杉えはホ,1所0, gι状ではユートピア的す

ぎるとして子〒定された(Molde,13)。

また第二次大鞍の直前,1937年にデンマーク,スウェーデン,ノルウェ

ーのアカデミーによって,共通のノルド言"H削題を司'i輪するために盲'i計窃

議会力f卸寸られ,この年にコペンハーゲンで,り・jリ下はオスロで三属1代衷が

協議したが,戦条勃発により,この恊議会は呉休的活動に入らないまま永

久にその機能をイ事_止しナこ。しかし,二麿の恊議のミ占果,任)名岡語張.牛法は

ノルド語令般の脚,占からヨ,1黎されるべきこと,②従来ノルド諸ln相亙開の
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借用に対して収られてきた否定f削走度が改められるべきこと,などの一致

をみた(we部6n 1952,189)。

3.2.3.ノルド譜按近の過波期にあっては,ノルウェー人 AH HeⅡevik

(19四一)も言っているように(S円N 1970,65),「もし我々冬自[=ノ

ルド各国民]が自匪Π吾に対してなじめないものという感じをもてば,更に

大きなノルド言語一致というものは疑わしい収穫」であろう。この指捕jは

重要であり,ノルド三国語の相互按近,そして統一(少なくとも正冉法上

の)は,きわめて大きい忍耐と努ブJ,長い時闇を必要とするものである。

以上のような多数の困難に直卿しながらも続けられてき九努力は何の結

実をもみなかった訳ではない。例えぱ三国語に艾通するホ古果を挙げれば,

住)文11・】における名詞語頭の小文字表肥,②スウェーデン語字1辻a のノルウ

エー語 a917年)とデンマーク詔 a948年)への導入, B)ロ;召では早くに

消滅している述部動副複数形の廃」上 a認5年以降のノルウェー語から第二

次大轍後のスウェーデン語において)が,半仙才己以上の時Ⅷ]を要して突税

した。また数字で粘確に示すことは困郷プごが,語厶断面での共通性力鄭寺と共

に増大していることは疑いない。

3.3.1.これまで見てきたノルド言'語,'凋は,個人的あるいは公的機関の

一時的なイニシャティヴによるものであるが,19如年代から組織的な協調

の必要性力却丹えられ(例えぱ1942年スウェーデン人 Elias W郎S6n (1認9

ー)の SigtU加誠丞D,その後、いわゆる国詔審議会が各困に設けられるよ

うになっナこ。長朔的なノルド言語協調の観点からみると,これら冬国の機

関の活動はきわめて注目すべき結果をもたらすように思われる。

3.3.2. 1942年,フィンランドのスウェーデン系少数民族の圧力団休で

ある SvensIくa Finlands folktingsfUⅡm社ktige はそのi鍵長 Kurt AnteⅡ

(1890-)のイニシャティヴによって, n)スウェーデン語の発展を追い,



②適当な形で一般に対して国語・の」劇沈な使用に関して助言,広級活動を行

うことを主な目的とするフィンランド・スウニーデン語詫弁義会(svon.ka

SP玲knamnd i Finland)を設羅した。これは,大学,その他の学校,報

逝・出版,立御剣,突業,法曹各界の代表15名からなり,言'語学者が小心と

なっている他の諸国の機関と異なる雛成員である。実務は主として秘、井が

処>y1する。外に,秘習めゞ単独で決定しかねる問題に態度を表明し,また

岡語保淡活動を計画,指導する機関として7名からなる作業委員会がある

(pette玲即n,115)。更に1961年に,作業委貝会が対処し得ない夕影●の問

題を収扱うものとして3名1汚成の機能小委R会が設けられナこ。小常活動の

大半は,一般からの剛合せに刻する助言であるが,質問の過半数がとの国

の二言語使用を反映してフィン詔・とスウニーデン語との関係(特にフィン

詔・からスウェーデン語に翻訳する際に4ξじる問題)に関する(pette玲即n,

H6(.)ものであることは,興味ぶかい。審議会は定期刊行物を持たな

いが,スウェーデン語の慨炯的用法とその保淡に関する S1リd舶π尿ωh

ψ1・dたτ,drd を]962年に H、1 している。

岡語保徽について,フィンランド・スウェーデン語はスウェーデン本士

のそれ化νe五ge器四那Ra)との関述から,Ⅱ)すべてスウェーデン槽災崎吾に

従うべきか,或いは侶)フィンランド人は独自のスウェーデン語を話すべき

か,という原則的ディレンマをかかえている。筆者が按したフィンラント

人専門家によれば,前者は年蹄の世代に,後者は若い世代に有力なだえと

いう。フィンランド人がそのスウェーデン1吾を利ル玉的にスウェーデン楞§佐

語・と相述する力向にすすめれば,それは他の北欧民族との相互理創如)町能

性を小さくすることになろう。しかし,フィンランド文化の小に生存して

きナこ経紳上,ここのスウェーデンi'がある程度まで独自の語錠や表現法を

有することは否定すべきでない。むしろ,これらは,フィンランド・スウ

エーデン語文学が具休的に示しているように,ノルド語全体を_般カメこする

ものとして歓迎されてよかろう。

ついでに附言するが,スウェーデン語審議会の成立に促されて 1949年

に,同様の目的をもつフィン語保護機関としてフィンランド・アカデミ
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の[、1J1こΠ'i召・1沸ι§力ゞ忍乞けら才Lナこ(suomen Akatemian Rielitoin〕isto)。 Rf1こ

1969年に現代フィンi'何杉盲折(1n."れ,tionon {6, nufin.ka)カジ側置され,

住円・ι代フィン語の言胎学的研究と②広1語保護を突行することになった。

3.3.3. 1942年に行っナこ部菰liの小で~ve鈴4n は,ノルド吾1吾共通件を保

持することを強調した。これに刺激されて「ノルド言語X栃綻会」(nordisk

叩血k血mnd)設羅のぢぇが越った。しかしながら,戦丁1、によって他の論

国との恊力が1Ⅱ実上不川能になったため,'常にノルド語全般の御ノ1Uこ立つ

スウェーデン語保護機関として,スウェーデン国語・保ι解議会(Namnd帥

f6, svensk 叩血kV加d)が1943イ1ミ3j1 に設けられた。 wesS6n たちの兄觧

を反映して,18名1ル成の範郭義会は,言;'学,教介,報道,茗述,北欧侶窮■

関係など13機関の代表からなっている(フィンランドのスウェーデン説誇祥

議会の代表]名も,これに加えられている)。

スウェーデン困i吾保艦審議会は,住)スウェーデン'i・のことばと文字にお

ける禿屡を辺うこと,②圈詔保,肱の1舌動を行うこと,偲ソルド武浴艾通竹

を靴持強化することを槻的として困語傑渙の分野で他の北欧箭凶との恊ノJ

を突現するように努めることをその任務としている。助言,広縦などの日

'常活動は,作業委n会が秘,井を小心にして,後には1954イ、Flj]股難のスウ

エーテ'ン斥Lιiイ杲、護1而lf3τj折(1nstitut 壬6r svensl( sprakV厶rd)カゞ}1P5 し L L、

る。この研先所は北欧の密議会小もっとも活動が柄'発で,公私の11_1j介せ

に対する回答の外,以、トの刊行物を出している。仕)SIU迂1改 Utgivnoav

Namndon 丘"卸on.k .Ⅸ湿W証d a973イ1りk旦ι在491市), 12)SPんリW'b・d

Tidskrift utgiven av Nlimnden f6r svensR SP血kV加d a965イ1三以降,

季「D,(3)辞典知i (既・刊のものは, Dα加た一W0闘たω'd厶娩, uta血etad ov

B. Molde under medverkan av Niels Ferlov,]958; vdrαωd, dι1'αδ

E. wesS▲n,11ttα1 0ch 1ιrs/)1"Nπg.1くortfa壮ad etym010gisl( ordbok av

1961; ST,ι?1Sた hαπd01・d厶0た. Konstrul(tioner och frase010gi. Red喰erad

av T. J01〕annisson ocl〕 1<. G. Ljunggren,1966; Sた010rdh'sta, utgiven



av svenska Akademien ocl〕 N五mnden f6r svensl( spralくVilrd,1973)。

筆者が昨作12月にきいた何杉励折長 B. Molde (1919-)の話によれば,

審議会はその名称を SW那k 叩血k血mnd に改めることを文部大臣に勧

告したという。これは,他の諸国の姉妹機関と之称を紕一することを目的

とするものであろう(しかしながら後述のノルウェー国配1審,義会のタ,称変

更を式町D。

3.3.4.スウェーデン 1司ili排議会の織様的な例きかけと刺激によって

(sodmonn,68), 1951イド12打にノルウェー[珂語排i襲会(N0玲k .P血k、

nomnd)が設羅された。 X乳義会は,大学, f〒1,Π_R1評Ⅱ剥休,帳迦,苫述,

教介の名界の代表30タ,からなるが,この雁扣ンⅡ勝を反映して, bok mM

けik●mN)仙と nyn0玲k (10nd.maD 伽1がそれぞれ15名を削ψ1てられて

いる。

ノルウェー田語審成会は任務として,住)正,牛法問題に関して指連を行う

こと,捻)専11リ用il;に関して名、斥Π'形内および両岡詔J形に1通するー'致を促

進すること,幡)令教介機隣のナこめに教科.11の住1語^正,嚇去,_,、リ門用譜,

統辞法,文体^・に関して指」斗を行うこと,(4)公私に対して広報サービス

を行'うこと,{5)両文章i吾における密議会の}ξ要n的にかなう倒語汎絲の試

み、を援岫すること,⑥池の北欧諸凶の同和の織陽と恊力することを,,深さ

れている。これだけでも,檪めて爪、い1士'仟であるが,密議会に,、果された央に

爪ソくかっ朋題',1j、の多い任務に,科,学的研窕にJ'fづいて政府と氏Ⅱ二に助言と

1長J草をliい,"00' i dette arbeidet fremja liln印rming me110m dei to

SI(riftmala pn norsk {olkmals grunn"(vedtelくter {or Norsk spr厶k、

nemnd § D というムイ下がある。審議公脱約リUど0)過界でもめたのは,_上

文小の norsk folk m a b g地nn の所1尺であった(HeⅡevik 1964,

32f.)。この文を丁モ者は,.i舌しことばは占'うまでもなく,ι1.1゛の文章i'形

をも介む生きた則語を慈畩する folkm誠にはづいて二「1爺剖隣諜の相互按

近が進められるべきだと創那Rしている。これは,繰返すが,他の姉妹機関

フフ
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に課されていないノルウェーの審議会独1寺のきわめて埀大な任務である。

ノルウェー国語審畿会の岐初の亟要な仕汎は,教本基準(1記門bok・

nωmoD の作成であった a952-57年)。この作業の粘果が,箸'義会案

F皿mlegg tⅡ 1町eboknωmal(0.10 1958)である。しかし,その内容を

めぐって 1958年春,とくに Hksm肌部営が審議会からの代表引揚げを要

オミ司一るナよど',"en kritisk periode i spraknemndas historie"(Lundeby,

79)と言われる程もめた。この審議会はそれにも拘らず,同年10河に国会

で修正承認された後,1959年8/Jから学校教育に,そして 10剣からは小

央行政機関に導入された(Londoby,80-83)。審議会が城初の課題とし

て正占法のような両国語・"北営が岐も敏感になっている問題を扱かっ九こ

とは,その後の審議会内の恊司目を緊密にできなくした不述の原f大1であっ

た。

一般への助言,広報の外,ノルウェー国胎審成会は1952年10河以降,敏

科書類の国語に関するチェックを打、つている。このチェックは法的強制力

をも九ないが,審議会の年闇活動假告によれぱ,その件数は年何にふえて

いる。はじめの104同剖に 1,161冊をチェックした。その内訳は, bokmal

文753冊, nyn0玲k 文276冊, bokma1 と nyn0玲k の混じった木130冊,ス

ウェーデン語文とデンマーク語文のもの 2 冊である(Lundoby,98-102)。

また審議会刊行物として, N0鵄k sP血knemnd skHfta, sm加k亘ft町が

ある。

ところで,オスロ大学学長 H. vogt (1903-)を委1_1長とする所謂フ

オクト委a会の勧告 a966年)以来,ノルウェー国語審議会の勧告機関へ

の改;側訓舸剖の問題とみなされていた。こうして,審議会は1972年2刀]

日から N0玲k sprakrad として新ナこにスタートすることになった。

norsIく SIくrlftsprak og】折1幾lyJ1士,"verne om den kulturarv Sot11

talespr会k representerer, fremme tiltak som kaΠφke kunnskapen om

norsk spr合k, dets historie og egenart, fremme toleranse og gjensidlg

bruker norsk spr会k i detsrespeld i forholdet me110m a11e Soln

forS1勺e11ige vananter, og verne om den enkelte borgers rettigheter



nar det gjelder bruken av spralくet."(Lov om Norsk spr証Uad §1

a))ことという国語審議会よりも広い観ノ無からする重要な,そして或る愆

味では明白に国語政策的な任務を課されている。更に,同条6項によれ

ほ," fφlge utvildingen av norsl【 S1口i{tspralく 00' talesprak 0σ Pa dette

grunnlag fremme samarbeid i dyrkingen av vare to maHormer Og

Stφtte opp om utvlklingstendenser som pa lenge sikt fφrer maHormene

n記"mero samm■n"することになったが,これと関述して,従来両国治

形態按近の基本として示されてきた n0玲1<{olkm証. gNnn の一句がΠψ

らないことに注目したい。新機関の具休的任務は,審議会のそれとほぽ同

じものである。

この新しい機関は42名からなり, bokm肌と nyn0羚k の両陣営がそれぞ

れ21名の代表を指名している。責任機関として,6タ,構成の管理丞員へが

設けられナこ。更に,而j陣営の代表それぞれ4名からなる専門丞員《は,専

門的な勧化機関で,公私に刻する助言,広偲の口常活動,教科1ルの国語1ヒ

導,専円用語の統一促進,他の諮国の姉妹機関との恊力などを打うものと

されている。目下との新機関は,文法学,電子計第,マーケティングなど

の専門用語に取組み,また活動内容を屑知させる目的(設耀法第1条{項

によって)で小冊子 Sル"脚ルを咋年から出してぃる。

79

3.3.5.ノルウェー人がスウェーデン人から剌激されたように,デンマー

ク人は両者より促されて,1955年5河に国語審議会(Dansk 叩mgn記Vn)

を設澄した。既述の ClaU託n などの活動,1947年秋の We鉛6n によるデ

ク側関係者への働きかけ,そして P.skautNP (1896-)等の努力ンマ

などを券えれぱ,その設羅が遅すぎ九印象さえ与えよう。しかし,1948午

の正・苫法改正の決定後設けられていた正、古法辞誤努扇纂委n会との関係,こ

の委員会内部の不一致によって,国i朧祥議会設耀の好機がなかな力寸砥かっ

た。審議会の事災上の初仕打は,上の委呉会が完成できなかった正1牛法辞

井の刊行であった a955何り。
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1955年4河の文部舎令によれぱ,デンマーク国語審議会は,山国譜問遉

に関して公私に助言,指導を村うこと,②他国語に関する問.題では新畝国

の該当機関と協議すること,③北欧北通の関心がある問題では他の北欧諸

田の鬨詔新郭義会と協力すること,惟πln"」用1語に1渕して関係機関と協力する

こと,(5)公式の正・,牛法辞i牛を斜'築,刊行する C と,⑥新語を採碌するこ

と,とされた。このうちり正K5)は,他の牡郭髪会にはi深されていない任窃で

ある。

デンマーク匪Π曾審議会は,総鼎府,法務竹,交化打,文部竹,大学,ア

カデミー,匝1語文学恊会,帳通,箸述,北欧伝例剛剣係の代表17名(196フヰ

より19タ,)からなり,印常の活動は 5-7 名1嗣戊の作業委a会が批当して

いる。シリーズ刊行物 Da郎k spmgn記V那 Sk五ft町の外,これまでの新

11H采録をまとめた第 1巻. Ny ω・d i dα那た 1%8-69 (1972)を出し,

現在正書法辞,牛を改訂小である。

3.3.6.アイスランド'i吾は既述のように,外来語を駒i/Jさけているが,そ

れに大きな貢1欣をしてきた機関として,アイスラントオ必姉協会i台染委員会

(0角ane{nd vedd雌6ingaf6仏g.1.1ands),アイスランド!1系川H支1村恊会

(Lj6.t記knH61ag l.1and幻,アイスランド大学辞典委n会(0血ab61仏nefnd

H心kola 心10nds)が挙げられる。最後の機関は1951午に設織されて,近

代アイスランドi吾辞典の市'纂を目的としているが,次第に国評刑・U題にかん

する」切言を行うようになってきた(Ha11d兪豁on,14の。そのホ古果, n祈

扉"(Ny"・づil H.,1953 H.)を刊行することになった。これによって,

例えぱ施子工学,核物理学などのn然科・学から農業関係,交通関係などに

及ぶ新i'をアイスランド語につけ加えている。この際,造譜要系として,

アイスランドi吾の外にノルド閉方言(小でもノルウェーの)が利用されて

いる、"突に注周したい。

195θ中以降,スカンディナヴィア諸圈の国譜芥郭綻会が1」'うイf次恊誠会に

アイスランドも招かれていた。 1961午の冬,メ郁寺の文部大原は国語審議会



没耀を尓唆し,1964年フノ]にアイスランド匡li蔀解礒会 d.1印.k m飢ne(nd)

が呉休化した。この3■から緋成される小審議会の任務は,住)斯語の採録

と刊行を1」'うと同U加こ,その送択と造語を援助すること,②・'"内用.治'委員

公と恊力し,これを援助すること,(3)公私より受ける11U合せに回答し,

般の照語用法に著しい膨や1を与える諸機関と恊力するよう野めること,④

他の北欧諸国の国語審議会と恊力し,その作次協議会に代表を派逃するこ

と,などである。第一・・項から1打らかなように,新詔の割訳作業は他の姉妹

織関にみられない程強湘されている_゛要な任務であり,この点では,第二

項にあるように,審議会と汽'立山灣界との・一眉の協力が望まれる。

3.3.フ.フェーロー配H呆,丘の六めには,太だ1虫_立.した機関が存在していなゴ.

い。しかし,フェーロー利・学院(F元山kapaNet山 F血oya)が*・尖_ヒこの

イ」,"を行っている。後述 T脚・istω'd i Nordm (197ののフェーロ【i'は

この利半院の分川であった。

81

北欧名凶の国'落・解議公はその上要口的のひとっとして,他の諸困機4.]

渕との恊力をあげ,その心要ルを折抽している。棚互に補怯しているノル

ド'渚,1iの場介,氏怜餅呆'雙は,伶1語およびノルド,冶令般の.二1,"点から1」'われ

るべきであり,この両者が対_ウ_するものであってはならないのは当然であ

る。その為にも岡証漸郭災会朋の技舳,協ノJは引γ常にYI.ましいものである。

1950年代初期までの[1永沼保't,ノルド語統・ーのおえ力の小には,ノルド

渚IN語闇の恊詔機閥として北欧令休を対象とする nのd玲k sP血k血mnd

や nordiskt institut f6r sprak{orskning och spralくVard (cf.エ、入1'esS6n

19能,186)などがあった。このような桟1渕をー・父に尖溌することは,現

状では鬮女佐であった。 1河名のぢえ(伊」ナdゞ, Nωdisk kult山komm玲jon

1952; d. HeⅡevik 1964,107)に感えて,北!炊■囲政府の恊議機山であ
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る北欧J辺打会(N吋d玲k R誠; Nmd玲Ra Radet)は19脇郁に関係諸政府

に対して,「氏蹄爵i糯襲会朋の税尖での協力への可1趣隆を研Kために必要な

支"を自則岡語・竹杯義会に与える」ことを勧告した(Lundeby,107)。

4.2.上の勧告の画接の結果は,ノルウェー圈証H謂謡会が1954年に外務六

と共同してオスロで朋いた北欧倒語審議協講会であった。これは,で虹955

年から毎年件国持廻りで行われるようになる年次醐1霪会(aNmφtot)のは

じめとなった:ノルウェー a954,1958,1962,1967,1972午),スウェ

ーデン a955,1959,1963,1969,]973年),デンマーク a956,1960,

1964,1968イ1り,フィンランド a957,1961,1965,1970qり,アイスラン

ド a966,1971qヲ。

1954如のオスロには,フィンランド,スウェーデンそしてノルウーの'」ニ

困詔智f議会の代表の外,まだ倒語審議会が成立していなかったデンマーク

カ)らし. L. Hammerich σくφbenhavn)と P. skaulrup (Aarhus)と力判?1

かれた。 1962午の恊議会にアイスランドイじ表が出席し,§3.3.6.で述べた

叉部大阪の愆向を公表した。

協議会における謎溢やおJ議などの資料・は,1954年の分が Dd "のd厶免e

Sか'dた抗φtιt i osl0 19.-20. j'h'加,195早(0.10 195のにまとめられナC

以外は,デンマーク,ノルウェー,スウェーデン三国審議会の共編1こよる

定1切刊行物 Nω、diMC ψルg,ルム女加が(NωW. Nの'どiSた'Sル脱リ血ゞ抗扉,

Swed' Nω'diM"ψrdul'dgの,1955 H.),その後は SP,,og i Nω・d伽

(NωW' swod. Sか"た i Ⅳのd肌,1970 H.)にε則剃されてぃる。数年前

にタイトルを改めてから,このシリーズは以前にくらべて編集方針がよ

り明確になっていて,それは,サブタイトル A鵄虹口ift f6r de nωdiska

叩血k血mndoma が示唆している。(主な内容は,国語紅弄鍍会の年11辨円動

報智・,共・同テーマによる諾論文,新語採録,国語保護文献・新刊辞四C亨の

紹介などの資料である。)次項以下では,これらの資料によって,ノルド

言語恊飢ι(場合によってはフィン語も関係する)の棚観を試みる。



ノルド言語仔例"の小心は呪在まで,専門炯譜鬪麺である。この分4..3.1
. . . .. .

野における協羽は,はやく19批紀後半に柴学用語にみられた(sudmann,

7D。しかし,ノルド協調の共体的な形として言語・学者たちによってネ畷靴

的に]、リ門用語が扱われるようになったのは,1950年イt後半からである。

1954イFのオスロ協議会でノルウェー代表A. HeⅡeⅥk が「、導円ΠⅡ吾に関

する北欧鯏語・審誹会問の恊力における力針と突際的問題」Φot nmdi蛮0

SP捻kmφteti o.10._,7 H.)について;順寅し,彼が亟要祝している語会断面

での恊朋の一環としてこの問題を取士.げ,その予初めとして一定の専円分

野にみられる語梨の組織的な採録と比校を行い,その後に按近,統一をは

かることが出来る,これは特に新しい概念を表わす語桑について実行が容

易であると述べた。朔設会はこれに対して全面的な賛愆を表明し,「ノル

ド語の観点から資料を判断するに当っては,国語審議会脇の定期的接触が

必要である」(sudmann,72)と考えた。

その後名阿の国語審議会は,関係諸方而に恊力を巾し込むとともに,自

らは関係機関の砧極的な1窃力を得つつその作業を北欧協調に,とくに社会

的に重要な分野の専門用語にリ刈・,することとなった。

その最初の成果は,スウェーデン困評y留議会が主.に担当し九4.3.2

Posttermer i skandinavien och Finland (av G、 Berman, Nsprfr 1955,

ーデン デンマーク,ノノレウェ22 H.)で, フィンラン スウ エ. ,

化okm祉, nyn0玲k)の 4 国 5 言語による約123の郵便用語を集め,これ
.. ..

に基づいて国語審議会は共同して,更に大きな北欧言語共通性を得・られ

る35イ牛の三を亘!を 11いグ義しナこ(C{. De nordiske sprogn犯Vns skrivelse til

Post.tyルb斂ne, NS円h 1956,10 H.)。この提案は,北欧珂阿没会議です"義

され,部分的な変更が行われるようになった(例えぱ,より国際的な形で

あるフィランド・スウェーデン語POS於ω't 「はがき」が企面i的に採用され

ナC。 cf. Fin. post免ω'tii, Eng.1ケ0st-Cα1、d, FT. cartι Postα1ι)。
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4.3.3.ついで,比較的精しい分野である航空用詔について,郵便i吾粂と
. . ..

同様のりストがスウェーデソ,デンマーク,ノノレウェー,アイスランド,

フィンの諸語で作成され(172 "dt",k " fly廿a{ikka玲 n"g印ldendo

t.mⅡn010gi, Nsprh 1957 0ch 1958,103 H.),同じ本において,25件の

変更力ゞ1是案された(Forslag om 礎ndringer i aytrafikkens termin010gi,

OP. dt.,118 H.)。その後 S<S と Aem (フィンランド)は,この捉案の

多くを取入れ(Fly廿afikkon. t0訂nin010gi, NSP,丘 1963-1965,55 H.),

この分野でのノル"治共通性を強くしている(例えば,則新列幾」はデン

マーク語で従来の hjびαルφj, fbW抗"MbM の代りにjゆが使胴されるよ

うになりノルウェー語に近・づく。スウェーデン語はしかしながら(fb管)

ノゾαπのまま)。

スウェフィンランーデン

4.3.4. 1958イfの年次恊議会(オスロ)でテレビ用詔の凋査が决定され,
. . . ..

スウェーデン国評H采汝誘〒i輪会がrl-1心、になって,主要ご依n吾とフィンi吾のり

ストをイ乍厄戈しナこ(205 Udtryk af den nordiske {jernsynstermin010倉i,

Nsprfr 1959 0ch 1960,27 H.)。

フィン

4.3.5. 1960郁の年次恊議会(コペンハーゲン)は磁イ,_託琶i所用語の詔山Xを
... ...

きめ,ノノレウェー氏託召1詐;義会力郭ル亡、になってデ'ソマーク,ノノレウェー,ス

ストをまとめナこ(T010to,mo,, NSP,丘]963・-1965,59 H.)。このりストに

よって一部の変更が行われている。例えば,ル:,j占則詔の「1刈袈通"11舸剥」

Dan.ムιgl'影πSιi Sα刀Zt41ιτ1αバghιd, S、ved. tidS厶ιgl"五πS?N'πg 力ξ Norw.

αでgrιπSa talctid, Finswed.ムιg'1'απSad tα△'h'ι/ 1てナよらって,1〒々ムι・

gl'影πSιt tahtid,6ιgl'a那ad talsh'd に変えらオ1た。また1_苞'舌打L吾のイ列とし

て1才,「女〔今ι1{',遅」 Dan.リιιteo/"010giSた tι1ιgrαノπ力{ Nor凡V.τ1影1'te1ιg'1'απι

1こく1オ)→士(でιノ'1tιlegrα井1 1こ己父めらオ1 (C{. swed.アπCteor010giSたt idc・

gl'α刎),「通イ'i文の秘驚厳勺'_1 Dan. Hι抗井ルh'ghιdリh'gt は tawhιdリh'gι

リ工ウ .、



1こなっナこ(cf. Norw. tα1ιSheおPh'たt, S訊,ed.1),stπαどSpli免t)。

4.3.6. 1960年の年沙W'成会では,気象用語の課」五も决められ,フィンラ
. .. .

ンドのスウェーデン語審;維会が11、1心になって用語・りストを作成し,これは

1963年に名国密議会の最終于'直しを絲て,名岡気象渕係当局にまわされ

た。これに対して19備午の北欧気染了N丕者会議は,北欧における用詔の按

近と統一四Xι非を検'司するために述銘班を羅くことにした(sudmann,

76 f.)。

4.3.フ. 1964作の年次1窃、i§会(コペンハーゲン)にお{,、て,スウェーデン

代表 G. Bagman (18山一)力苅jつた1だ案にノ人づき,スウェーデンの審議

会を小心に北欧郷bモ用ib染力q乍成された(7切'おtω・d i Nω,d伽,197の。
. .. . ..

これは,フェーロー語をも含む北欧万.倒のすべての公用語により,この神

のりストとしては最も充尖したものとなっている。

兄1_h し語はスウェーデン'吾で約500峡,鉄道,航空,肌所珀,"動小1,ホ

テル,レストラン,尿券,保1拠,金銭,スポーツ抄上系の詔厶tである。私11者'

B凹gm印によれば,_心.牛法, i冶形変化仙iU斤),造詔子去の細都に山する

相途を度外祝すると,半分j咲上のi;吾粂は才1要ニル玲IHて北通している。史

に,約60H解よf醐茶艾・通,冶である。

4.3.8.以上が,これまでIU本化した、,、リ1川j"i吾に関するノルド盲';'恊ヨ吋で

あり,この外にも伊jナd、ti膨1機用語一固有■,]般業タ,称などのりスト竹:成

が小1議されている。これらは,ノルド諸語に旦ι在みられる山.1川用,i'を,い

わぱ単にりスト・アップするにすぎず,人幅なノルド1h飛詔絖・ーを蜘1、ケす

る者には失゛11するネ古果になっているかも知れない。しかし,この和の仕*:

はきわめて長い「1討拐を必要とするものであり,◇1_1の段階では,それぞれ

の欄係分野の〕ど円家の1野心を喚起し,かれらの開で一癖の1"語1妾近,統一・

への愆欲を刺激することで,満足せねばならないだろう。まナこ,これらり
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ストの,、いに非ノルドi吾起源の語が少なくないことに不満をもっ索朴なノル

ド語主義者は,ノルド言語共通性は各国語に艾通してみられる佶用語をも

愆味することを承知しなければならないだろう。

4.4.1.詔染にっいで北欧諸Π爺麟謡碇会が収上げてき九ものに,正書法問
. .. .

題がある。しかし,各鬮X郭熊会はこのfl・辧選について非常に注意ぷかい態度
.

をとり,それぞれの国語に安定しているi噺井法の個々の形をいじくること

はせずに,比校的扱いやすく11Ⅱ題の少ない外国の地名の表記法,非口ーマ

字言語の転写法などについて,按近あるいは統一ーの試みを行っている。

る。

1960年の年次恊滋会にスウニーデン代表 B改gman が外国の大笥列1,河

川,湖沼,海洋などの名称りストを捉出し,これは他の誹国語によって補

われ九が,その刊行は朱だ突現していない。 Bagman は又 F血mmande

geograli.ka namn i svensk skrift (NSNh 1961 伽h 1962,29H.)で,

スウェーデン語における地名表記の原則と閥題点を扱っ九。

4.4.2.ノルウェー国語?漸鞭会の 1. Tmvik (1906-)が1956年に「外国

地名の表記法にっいて」(NS皿h 1956,56H.);倖淡して以来,外国地名
....

表記法は年次協議会で数度取上げられてき九。 T釘Vik は,外国地名表記
.. .

法の相述は詣国語・問にあって必要以上に火きく,先ず国名と大都市名から

整理していくのが実際的であると指摘した。その後各圈代表10名からなる

委員会によって,国忽,首都名,国民名,そして国籍を表わす形容詞のり

ストカ町乍成され,1960年の年次恊議会で若干の修正がなされ九(Navne

deres hovedst記der samt nationali・Pa slater og k010nler OgOSV

te船betegnelS町, NSⅨ丘 1959 此h 1960,43 H.)。その後の国際政治の急

速な発展と共に,このりストは大幅な修正が必要となり,増補がなされナこ

(Navne Pん計ato". Notionalitet.betegnel.0,, SP,N 1973,75H.)。こ

ー、ンマークの 1 ス ノノレウェー,スウニー
寺

イフ才トリ



以上のような努力のネ占果,原語・尊、下を1京則として,ノルド諸胎における

この種の液記法は以前よりも途かに統一的になってぃる。しかし,なじみ

の苅い名にっいては,斯削などに見られるように,しぱしぱy語の設記怯

が踏襲されていて,このノ1、(で英i吾はかってのドイツ沼に似た役'川を果たし

ている。

ローマ字以外の文字を使畑する盲'沼のうち,ロシアi吾が北欧人に4.4.3

は最も靈要である。キリル文字の帳写法にっいて,ノルド諸iiliは従来まち
... . ... . .

まちであり,同一-1.1'語内にあって複数の'ぼ写法がみられたり(例えばスウ

エーデンのオJi川1で Chl'五Sju'0υ, chrust/'ιW,κ1'usjt、iιυ),氏Π吾1こよってネΠ

述したりする(Dan., swed.フ'ルたh0υ, NωW. TSル肌0υのように)。西に

は,第了斥1語の表記だJをイ住りている場介、ある q列えぱロシア人 P卯1卯

を PaWルW とするドイツi吾から)。

1956午の年次協1義会でデソマークのスラヴ1吾学者Ad.stond町一pet0玲en

(1893一四63)がロシア語の転写法についてガイダンスを行った後,彼の

タHこスウェーデンの Gonna, Gunna羚on (1918-),ノノレウェーの Ame

GaⅡ玲(1908-)等のスラヴ語・学者のW上_1と恊力を得て,用語審議会閥で

熱心、な検'司'が行われた(of. NSN丘 1957 0oh 1958,88 H.; NSNh 1961

Ooh ]962,41H.)。そのネ占果,1970イfにデンマーク「珂語審虜会がロシア名

2,000イケ1jl、りぇ三1);t丁りスト Sオατ1πiπg af l'NSSI'Sたιπαυπe (Norw.1てNssiSたし

παυπ, S、ved. R),Sたα力α万1π, SαアππordiSたα St4でπiπgsrcg1ιr.<1α抗πh'sta)

を刊行した。これにはロシア語形とノルド;蔀耘写法の外に,英語・と IS0方

式の転写法も併載されている。発音闇題について解悦が村われてぃるが,

例語には原語におけるストレスが,記されて(,、る。こうして,ロシア語の知

滋を有する利用者は原音を正確に再現できる。また音汚主義を採川すれば

かなり複編倹こなる転写法の雌点が克服されている(Khl・那jり'du, rル肌卯,

P加1卯のように)。このりストの出牙"よ,ロシア語固有名のノルド鬮内に

おける統一を促進するのに大きな1泛'1阿を果すものと期1寺される。
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前項の櫛題は 11ど剛とともに統一に向うと楽魏視し得るの紀対し4.4.4

て,いわゆる外来譜,イ告用語は_二つのノ1iで困雌を来ナこす。すなわち,ーつ

は外氏1盲吾をそのまま借用する際の_正古法の11_辧地,他は翻哥U告用する場合の

造語の問題である。科話介的に言えば,この11_辧越にかんするスウェーデン,

デンマーク,ノルウェー冬国語の統一は,聖1分は不可能に、思われる。

第・ーの成・,,法11膨越は,国i'宗議会恊i熊会スタート当仞から熱心にJJ議さ
.. . ..

れている q列えぱ NSNh 1955 所収の E. Londoby (P.1H.)と E.

We部6n (P.12 H.)の郡蹄め。~ve豁6n がここで指抽しているように,英

語四X杉粋が筈しくなる以前のイ告用語は,スウェーデンi吾の例にみるように

相当に国語化がすすみ,スウェーデン語的な字而をし,木来語化してい

る。これらは,ノルド語統一という名目であっても,最早いじくらない力

が賢明であろう。ますます増大している英語佶用語の同化が1慰難な原込1

は,ノル片吾にみられない斉1甜吉合および共語IH本における正書法と発晋

との朋の不一致が考えられる。これと除質を令く異にする問題は,借用受

入れ側における英語知識の著しい増大による本メ鯖吾化の遅処である。たと

えぱ,ヲ節吾 r0α北 6"j のノルウェー1'形のひとっル北6iがに国語学者

の苦労がしのばれる。・尻がは 1獣紀近い歴史をもっ本来評Hヒした形であ

るが,ルヅは原音に近い綴りであるにしてもJ東語の綴りを葬り去る程に

は浸透してぃない。したがって,ル心tん'j1 の形も存在し得る。

第二の郁訳イ剖Πは,フィン詔・とアイスランド語がその有'能ぶりを発抓し
....

ている11_辧麺であるが,主要三国;'は,これに比べて原語を符俳Nするのに四

・呂り、V苫している。ここで股も問題になるイ告用譜貸与喬語も英i吾であり,こ

とにジ十ーナリズム,広1、自然科・学を主とする学問分野などから容易に

例を挙げることが出来る。ノルウェーに限ってみると,ルαdbi"と Sd-h●

はそオ1ぞオ1 iπ/ω・抗αSj0那仇φiι, diSた1ιSノωお机φh などの砂爺吾が11ιケ雑さオ1,

1αy-ONt 1こ1才 Nttιgπiπg/Nttι'iたπiπg 力ゞ里1らオ1,たπ0τ0-h0τ0 1こナよると

fagた1ιππSたαつ, Sαたた1ιπ?1S免a,,ιrjari?1g, iπ?1Siたt,したSperh'Sι或し、1才井Uこ

bm加た卯などが代用され得る(sudmann,88)。_1国訥を通してみると,

一見容易に、思われるこの分野における部U'統一がなかなか突現できないで



いる。ま九国語審議会が訳語を捉案しても関係者に受けいれられないとい0

う普及上の困烈tも指摘できる。例えば,原子物理学用語ムルedω'rιαdor

は Dan、, Norw. jor7πι1'iπgsl'ια免tor, swed.6ridrι4免tor と一致せず,ま

た同じ語の訳語としてかってスウェーデンとノルウェーの国語審議会がそ

れぞれ卯dSル4尻or,卯hr即尻or を捉案した時,両国の科学者はこの訳

'浴を全く使わなかった。

4.6.北欧国語審議会協力のひとつに,辞書の編纂がある。これに関して

は現在まで,ひとりスウェーデンの機関だけが呉体的成果を示している

(上述§3.3.2.を参照)。スウェーデン鬮語保護審議会は目下,ノルウェ

正書法上のより技術的な問題として,大文字と小文字の使用法,4.5.1

分綴法,句読法,略語,更にはアルファベットにおける字母の順序などが

ある。これらは,各園語・がそれなりの伝統を確立しているところであり,

詐細な点での統一はなかなか容易でない。

4.5.2.ここでは最後の問題だけを取上げるに紹める。ノルド三国語は,

英語にみられる字母の夕武こ, Dan. N加W. Z,φ, d/swod. d,五, b をも

ち,今あげた順序で.の次に朧かれる。すなわちdの位置が相述してい

る。

1961年北欧学生自治会述合は,冬国文部大臣にノルド語統ーアルファベ

ツトの採用を要諭し,その小で影,φを a,b に代えることを捉案し九。す

なわち,現在のスウェーデン語アルファベットに一本化する券えである。

三困語およびフィン語だけを考戀すると(デンマ【ク人とノルウニー人の

感情を度外視して.ノ),一見容易なこの援案も,影をもつアイスランド語

とフェーロー語をも合わせ考える時,はたして実際的な説得力をもっか疑

わしくなる。ちなみに,φはフェーロー語に,一方b はアイスランド語'に

あり,俄かな統一は1艇理のようである。
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側の協力のもとにノルウェ

ている。

Og

4.フ.ノルド盲語心斯凋が本来行われるべき所は,本来語の議要索について

であるが,これは前述のように,名困語がそれぞれ千年来の伝統を硫立し

ており,早急な変更,そして統一が望めない部分である。

しかし,比較的最薪の;'粲の統一については,ある程度までその突現が

可能であろう。また一般的な散文休の発展に湖しては,各区爺吾に共通する

特徹,すなわち平易で口語的な傾向が認められる。語粂につぃで按近,統

ーがぢえられる正古法については,ノルド語全般の兄地から,諸個語にお

ける分裂的傾向を抑止する必要があるかも知れない。例えばスウェーデ

ンの火衆紙などに見られる口語形の表記法 d0机(=d., dem),机d (=

Inig), Sιa (=skalD, saja (=saga),?1dt (=nagot)ナよど'カゞ・一上1左》i忍さ

れるならぱ,それは符に歴史的正"法の色彩を波くとどめるデンマーク語

とますます1箱九ることを愆味する。同じことは,すでに発音形を大幅に採

用しているノルウェー語正1"法にっいても言える。デンマーク語・正霄法が

発音に従った表記法に向わない限り,他の二国語のず、"法を現在の段階に

淋1めておかざるを1号ないだろう。スウェーデン国三吾厶じ竺紅弄義会の方剣・は,

このゴ,えによっているようである(Ⅳ10lde,14)。
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